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CASB ⼤きさ動画



The Issue

x

ü都市部における再⽣可能エネルギー電源の導⼊促進が鍵
üコンパクトで安全な蓄電池が必要!! 3



The problem

Li1-xCoO2+LixC6 ⇄ LiCoO2+6C
ΔG

Li ⾦属

現在商⽤化されている、最もコンパクトな蓄電池は
リチウムイオン電池(Lib) 

ü 安全性の確保のため、
セル/モジュール/パック/コンテナにおいて
追加スペースが必要

安全性、サイズ コスト, 供給安定性

ü 充電容量に⽐例したLiが必要

⼤容量蓄電池としての課題は、



The Solution

世界初の蓄電システム

充電
放電 C+O2→CO2

CO2 → C+O2

圧縮機

リアクター

R減圧弁

液化 CO2 
タンク

ΔG

C+O2⇄CO2

CO2 循環

炭素貯蔵層

CO2を液化貯蔵

CO2が液化している様⼦

CASBのメリットを引き出す
閉鎖/循環システム
と材料開発

Ø安全性確保のための追加スペー
ス不要、炭素とCO2を純物質と
して貯蔵可能
1.超コンパクト
2.安全

Ø蓄電容量の増⼤に伴って必要な
のは、安価な炭素とCO2タンク
のみ
3.低コスト
4. 製品の安定供給が可能

カーボン空気⼆次電池システム（CASB）
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The Solution CASBの想定サイズ

0.5MWh0.5MWh リチウムイオン電池

リチウムイオン電池0.5MWhx2台=1MWh

リチウムイオン電池
0.5MWhx2台=1MWh

1Mwh カーボン空気⼆次電池(CASB) 1Mwh カーボン空気⼆次電池(CASB)

ü極めてコンパクト!

0.1Cの低Cレイトの場合を記載しているが、Cレイト
が⾼くてもコンパクト化に対する優位性は変わらない
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The Ask
Ø ぜひ、CASB power Inc.（設⽴準備中）のホームページをご覧ください︕

https://casbpower.com

Ø 世界初、CASBの設置、実証にご興味のある事業会社様、当社への投資にご興味
のあるVC様、ご連絡をお待ちしています。

Ø 東京科学⼤に実装されているインテリジェントエネルギーシステムにご興味のあ
る皆様、ご連絡をお待ちしています。（Ene-Swallow Inc. )
https://ene-swallow.com
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